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0％ 100％

室内の空気に対する排気が占める割合
（一酸化炭素濃度ではない＊）

例えば、排気に含まれる一酸化炭素の濃
度が1000ppmであった場合、この排気が
20％に薄まっていたとすると、200ppm
の一酸化炭素が存在することになる。

＊

第1章　Ⅰ.業務用厨房の維持管理に関する基本事項と事故防止対策について

事故事例

使用方法に起因する不適切事例（２）使用方法に起因するリスク
リスク概要

排気設備による排気の捕集を妨げるような厨房の使用方法をすることで、排気設備から正
常に排気がなされなくなる。

１）

飲食店においてめんゆで器を使用していたところ、従
業員２名が一酸化炭素中毒となり、消防に通報、病院に
搬送された。
　原因は、２台あるレンジフードは作動していたが、サ
イズが小さく位置もずれていたことから、レンジフー
ドで捕集しきれなかった一酸化炭素を含む排気が室内
に滞留したものと推定される。

①

ポイント

めんゆで器の排気口がレンジフードから外れていたため、排気が捕集しきれず室内に滞留しやすい。
オーブン専用のレンジフードを設けずに排気ダクトを一般換気扇まで延長していたため、排気が捕
集しきれず室内に滞留しやすい。また、レンジフードがないため、エアコンによる影響も受けやすい。
　なお、12キロワット以上の燃焼器には、排気筒又は専用レンジフードを設けなければ建築基準法
違反となる。

①
②

飲食店において、厨房で調理していた従業員３名が頭
痛などの体調不良を訴えたため、病院へ搬送され、一酸
化炭素中毒と診断された。
　原因は、当日使用していたガスオーブンがメンテナ
ンス不足のために不完全燃焼し、1000ppm以上の一 
酸化炭素が発生しており、かつ、従業員が始業時のガス
オーブン作動時に３台の内、1台の換気扇のスイッチ
を入れ忘れたため、一酸化炭素を含む排気がエアコン
の影響を受けながら厨房内に滞留したもの。
　なお、当該オーブンの排気ダクトと換気扇の距離は
50cm程度開いており、排気が室内に滞留しやすい状
況であった。
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レンジフード内に調理器具が大量にぶら下がって
いる。

換気扇が汚れている上、段ボール箱で排気が妨げ
られている。

レンジフードを塞ぐように棚が設置してある。 写真③のレンジフード内部を下から撮影した。

※実態調査では、消費者がレンジフード内に調理器具を設置している事例が多く報告された。

写真① 写真②

1.2参 考

　図は、レンジフードの風量が低下し、排気が捕集しきれなかった時を想定した解析結果で、燃焼器に点
火後10分後の様子である。レンジフードからあふれた排気が店全体に広がっており、客が事故に巻き込
まれることになる。

レンジフードからあふれる排気の様子

写真③ 写真④

業務用厨房 事故につながる不適切事例

本書は、過去に発生したLPガス消費先における業務用厨房事故を分類し、潜在的
な事故発生要因について実例を示し、消費設備調査時に着目すべき点を解説する
内容となっています。

「COの性質」「給排気設備」「メンテナンス」「消費者の不適切使用」等
について、事故事例とともにその要因となる不適切事例が学べる！

（ご購入方法及び申し込みについては、裏面をご覧下さい）

高圧ガス保安協会

業 務 用 厨 房

事故に
つながる
不適切事例
業務用厨房不適切事例集

理解し易さを考慮して、多くのイラスト、写真等を使用しました。
事故の未然防止のため、本書をご活用いただければ幸いです。

よくわかる CO中毒事故事例とその対策

本書は、過去に発生したLPガス消費先におけるCO中毒事故を分類し、潜在的な
事故発生要因について事故事例とともに対策を示し、更に法令面及び技術面から
の解説を加えた内容となっています。

「COの性質」「給排気設備」「メンテナンス」「消費者の不適切使用」等
について、事故事例とともに対策が学べる！
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Ⅰ. 一酸化炭素の性質に関する基本事項
Ⅱ. 一酸化炭素中毒事故の特徴について

【第１章】 一酸化炭素の性質編

Ⅰ. 一般住宅における一酸化炭素中毒防止の基本原則
Ⅱ. 一般住宅の一酸化炭素中毒事故防止対策について

【第２章】 一般住宅編

Ⅰ. 業務用厨房における一酸化炭素中毒防止の基本原則
Ⅱ. 業務用厨房の一酸化炭素中毒事故防止対策について

【第３章】 業務用厨房編
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Ⅰ. 業務用厨房の維持管理に関する基本事項と
　  事故防止対策について
Ⅱ. 業務用厨房の消費者ミスに関する基本事項と
　  事故防止対策について

【第１章】 維持管理編

Ⅰ. 緊急時対応等に関する基本事項と
　  事故防止対策について

【第２章】 緊急時等の対応ミス編

リスクに
対して

「不適切事例」

「参考」には
解説付き

リスクに
対して

「事故事例」と
「対策」

「参考」には
法令面や技術面
の解説付き

注目
図書



『業務用厨房 事故につながる不適切事例』

■お申込者等の個人情報の取扱いについて
　購入申込書に記載いただいた個人情報は、発送業務及びこれに付帯・関連する業務の遂行に必要な範
囲内で利用します。
　今回、収集した個人情報は、ご本人の了解なく意図的に外部に公開・提供することはせず、適切に管理
いたします。

『よくわかる CO中毒事故事例とその対策』購入申込書

　下記の購入申込書にご記入の上、郵送又はFAXにてお送り下さい。
　ご購入いただきました冊子につきましては、請求書を同封いたしますので、到着後に弊協会
指定の口座に代金をお振り込み下さい。

○ご購入方法

高圧ガス保安協会　液化石油ガス部　担当：狩野
　〒105ｰ8447　東京都港区虎ノ門4ｰ3ｰ13 神谷町セントラルプレイス
　　Tel　03ｰ3436ｰ6108　　Fax　03ｰ3438ｰ4163

○お問い合わせ先

ご購入申込日

ご購入数

ご氏名

貴社名

TEL

FAX

メール

ご住所
（ご送付先）

平成　　　　年　　　　月　　　　日

（〒　　　　ー　　　　）

冊■CO中毒事故事例とその対策

冊■業務用厨房 事故につながる不適切事例

■『業務用厨房 事故につながる不適切事例』
■『CO中毒事故事例とその対策』
※送料は、実費を請求させていただきます。

○頒布方法
１冊：
１冊：

950円（税込み）
1,500円（税込み）


